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職 業 コ ミ ュ ニ テ ィ へ と 取 り 込 ま れ る 過 程

― 杜 氏 に な る ―

伊 賀 光 屋

第1 節 酒男の村における向中心化過程

一 見すると平坦 に見える頚城平野北部は
, 実際に中に分け入 っ て みるとか なり起伏に富ん だ地形を して い

る ｡ 直海浜から平野部に出る には
,

か なりの 高さ の 砂 丘を越えなければ ならな い し, 長峰から原 ノ 町に抜け

るには竹直から始まる丘陵を上 り下 り し て進まなければ ならな い ｡ そ の 先の平等寺川沿い の 谷筋や , 吉川 本

流の 谷筋に入ればもはや山村部に なる o こ の平野 の こ こ か し こ に点在する村々 が頚城杜氏を送り出してきた ｡

景観的に見れば こ の か なり広い 地域が行政的区画 ( 第三社会地 区) 以上 の 意味を も つ とは思われ ない ｡ しか

し,
こ こ にはよそ者の 目 に は見えな い 酒造 コ ミ ュ

ニ テ ィ の ネ ッ ト ワ
ー

ク が張り巡らされ て い る の だ ｡ 春か ら

秋に か け て 農業に従事 し
, 刈り入れ後から次の 年の 春田打ちま で の 問に 関東 , 中部, 北陸の 各県 - 酒造出稼

ぎに出る酒男たちは集落を超え て
一

つ の職業集団を形成 して い る ｡ こ の職業集団 - の 主観的, 客観的な包含

の 度合 い は様 々 で あ り
,

ほん の 数造り働きと して 出稼ぎに出て 以後縁を切 る老も い れば ,
4 0 - 5 0 年現役 の 酒

男を続け様 々 な役職に就き引退後も酒造りと何らか の 関わりを持ち続ける者もい る｡ そ して , 単に兼業収入

を 当て に して こ の 職業 コ ミ ュ ニ テ ィ に周辺 的に参加する者も い れば
,

こ の コ ミ ュ ニ テ ィ の 中心 的地位を獲得

し名杜氏や大杜氏の 誉れを ほ しい ま まにする者も い る｡

酒 男の世界 に は蔵における役職か らみ た キ ャ リ ア ラ イ ン が存在する ｡ 働き ( 下働き
,

上働 き) 一下三 役

( 釜屋
, 槽頭

,
二 番) 一上 三役 ( 麹邑 もと屋, 顔) 一杜氏と いう職階制が

一

般 的 で
, そ の他に広敷番や精

米昆 の職種が ある こ とが多い ｡ こ れらは蔵の 内部における キ ャ リ ア ラ イ ン で あるが
, 酒男 の職業的 コ ミ ュ ニ

テ ィ 内部には こ れとは別の キ ャ リ ア ラ イ ン も存在する ｡ 蔵の 内部の 職位はそ の蔵内だけ で通用する地位で あ

るが
, 職業 コ ミ ュ

ニ テ ィ 内の 地位はそ の 杜氏集団全体 で 通用する地位で ある｡ 職業 コ ミ ュ ニ テ ィ 内の キ ャ リ

ア ラ イ ソ は
, J . Ⅴ an M a a n e n

,
& S . R . B a rl e y ( 1 9 8 4) の い う包含 ( 取り込み過程 : i n cl u si o n ) に伴う地位

変化で ある｡ 職業的 コ ミ ュ ニ テ ィ の 中心的地位 へ の 移行は威信 , 名誉,
知識そ し て権力をもた らし

,
中心 に

到達した人は
一 般には

, 賢者, 達人, 導師, 熟達老, 大先達な どと呼ばれ る ｡ 酒造 コ ミ ュ
ニ テ ィ で は, 大杜

氏や名杜氏 と呼ばれる ｡

酒男と して 出稼 ぎに出る老は
, 初めか ら杜氏の 何た るかを知 っ て い るわ け で も,

また大杜氏になろうと 目

指して い る訳で もな い ｡ 多く の場合に
,

父親が地表象 血縁そ して 職縁を頼 っ て
,

子の 出稼 ぎ先を決め て くる ｡

子はそ れ に従 っ て
,

初め て の 出稼ぎ に赴い て い っ た の だ ｡ 後 で 見る
,

大杜氏内藤軒 三 氏の 場合がまさ に そ う

で あ っ た ｡ そ して
, 働きから下 三役,

上 三 役, 杜氏 - と職位を上 げ て い く に従 っ て , 杜氏と し て の ア イ デ ソ

テ ィ テ ィ を獲得し て い く ｡ そ の 過程 で
一 部の 選りす ぐられた杜氏は人並み以上 の知識 ･ 技能や 人脈を獲得し

て い く ｡

杜氏 ア イ デ ソ テ ィ テ ィ は実際には相矛盾する 二 つ の 要素を含ん で い る ｡

一 方は仕事それ自体に焦点が 当て

られた ア イ デ ソ テ ィ テ ィ で あり, 他方はネ ッ ト ワ
ー ク に焦点が当て られた ア イ デ ソ テ ィ テ ィ で ある ｡ 前者を

も つ 老は名杜氏, 後者を も つ 者は大杜氏 の道を進ん で い く ｡ 名杜氏と は
,

ア イ デ ソ テ ィ テ ィ を杜氏の 酒造技
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能の側面に求め
,

そ の 技術や造 っ た酒 の 品質を評価される こ とに喜びを見い だ し
, 職業 コ ミ ュ

ニ テ ィ で の知

識や名誉 の 中心性 を獲得して い く学習過程を進む杜氏 で ある｡ 他方
,

大杜氏は ア イ デ ソ テ ィ テ ィ を蔵の 主人

や局の鑑定官か ら の認知 の 側面に求め
, 蔵内 で の人間関係調整能力や職業 コ ミ ュ ニ テ ィ 内 で の職業紹介力や

酒造従業員組合 で の リ
ー

ダー シ ッ プな どを発揮する こ とを名誉と考え
, 職業 コ ミ ュ ニ テ ィ で の 権力や威信 の

中心性を獲得し て い く学習過程を進む杜氏 で あ る｡

本稿 の 目的は次の 二 つ で ある ｡ 第 一

に
,

正統的周辺 参加論 (∫. L a v e
,
& E . W e n g e r

,
1 9 9 1) の枠組み を展

開 して , ｢ 杜氏にな る｣ こ と の意味を解釈する ｡ そ の た めに対照的な キ ャ リ ア をも つ 二 人の 吉川杜氏 の ラ イ

フ ヒ ス ト リーか ら ｢ 杜氏になる｣ 過程を職業 コ ミ ュ ニ テ ィ の 中心 - 向かう包含 の過程と し て捉え直す｡ そ し

て , 職業 コ ミ ュ ニ テ ィ に生きる杜氏 の 向中心化には名杜氏 へ の 道と大杜氏 へ の道がある こ とを明らか にする ｡

ただ し, 近年大手蔵に形成され て い る企業 コ ミ ュ
ニ テ ィ に生 きる杜氏 の 場合には こ こ で 述 べ る向中心化とは

全く異なる学習過程が存在する こ とを指摘 して お きた い ｡
こ の 点に つ い て は別稿 で 論 じる予定 で ある ｡ 第 二

に, 杜氏たち の 誰もが歩ん で きた周辺 から中心 - 向かう学習過程 で
,

杜氏が身に つ け て きた知識 ･ 技能が ど

の ような特徴をも つ の か を名杜氏と大杜氏 の知識 ･ 技能 の具体例を示 し, それ らを知識論 の 枠組み で 分析し

た い ｡ 結論を先取りすれ ば, 彼ら の 知識はともに情況 づ けられた ( 文脈に 固有な) 身体に取り込 まれた手続

き的知識 で あると い える ｡ こ れらは形式化 し難く
,

また形式化出来 て 言語的に伝達され て も, 実地 の実践を

伴わなければそ の 細部を理解 しがた い 知識 で ある ｡

第 2 節 周辺的参加か ら中心的実践 へ

職業 コ ミ ュ
ニ テ ィ の 中で ｢ 杜氏になる｣ と いうの は, 家の 中で 育まれ, 村人と して 成長 し, 酒男と して 出

稼ぎに出 て , そう した コ ソ ヴ ァ ソ シ オ ソ の 中で 次差別こ杜氏になる自覚を持ち
, 杜氏に なれ ば蔵の 中で の酒造

りに甘んぜ ず
,

自ら の 酒 の 評価を世に 問うた り , ある い はど こ の蔵 の 主人とも折り合い を つ け
,

鑑定官遠か

ら
一

目置か れ て 杜氏 の斡旋を行うよう に な っ た り して い くと い う こ とだ ｡ 杜氏と して の 技能や技量 は外か ら

教え込 まれた もの を吸収するだ け で 得られるもの で はなく
,

酒男と して 酒造りに取り組む 中 で の 創意工夫 し

なが ら獲得し て い くもの だ ｡ 知識 ･ 技能 ･ 技量は受容し て い く も の で はなく , 創造し
, 獲得して い くもの だ ｡

コ ソ ヴ ァ ソ シ オ ソ に支えられ て
,

レ ー ル は敷か れ て い る ｡ しか し, 同 じ認識 の共同体に参画 して , 主体的に

実践し理念的杜氏像に近づき得た老の み が十全な杜氏 に なり
, ま た名杜氏, 大杜氏 へ と成長 して い く の だ ｡

まづ
, 吉川杜氏を代表する大杜氏内藤軒 三 の ラ イ フ ヒ ス ト リ ー を垣 間見て み よう｡ 彼は後 で 回顧すれば満

足 の い く
,

い や しか し, 生き抜 い たそ の 当時には本当は辛く悲し い 杜氏人生を大正 ･ 昭和期に歩ん だ人物だ ｡

内藤軒 三 は明治4 0 年 4 月2 0 日に, 土尻 で生まれた ｡ 内藤家は庄屋を務め て い た与三 ヱ 門を本家にも つ 分衣

で 七右 ヱ 門と いう ｡ 軒三 が誕生 した時に
, 父弥助は4 0 歳

,
母 ミ カ は3 4 歳 で あ っ た ｡ 上 に兄と姉が生 まれ て い

たが何れ も早死に で あ っ た ｡ 弥助は左官職人 で 弟子が 二 人い た ｡ 母 と祖父 で 8 反 の 田圃を耕作し て い た｡ 祖

父も父も内藤家 の 入 り婿 で あ っ た ｡ そ の 他に 当時内藤家 に は
, 部落内 か ら年雇と し て 入 っ て い た勘治 , 祖父

が養子と したお じ の 繁蔵
,

河沢江から預か っ て い たおそ う, 母 方 の い と こ の 竹子 などが住 ん で い た ｡ おそ う

や竹子は男子 に恵まれなか っ た 内藤家に軒三 が生まれたもの の
一

人 っ 子 で 可哀相だと いうの で 預か っ たと言

わ れ て い た ｡

軒三 は大正 3 年 4 月に泉谷小学校に入学する｡ 6 年生の 時に母 が病死 した｡ そ の ため
, 内藤家は , 祖父,

父
,

軒 三 そ し て竹子 の 4 人とな り, 母親代わ りに母 の 妹の モ セ に後妻と し て 入 っ て も ら っ た ｡
モ セ の 連れ千

が後に軒三 の 妻と なる梅尾 で ある ｡ 梅尾は当時 4 歳で
, 竹子 は大正 9 年 4 月 に東 田中の 実家 に 帰 っ た ｡ 小学

校卒業後 , 郡立吉川農林学校に 入学 した ｡ しか し
,

祖父が大正1 1 年 1 月 に 死去 し
, 人手不足の ため に 学校を

し 中退 して 家に入 っ た ｡ 若衆入 りも済ませ
,

そ の 年の1 0 月 に 部落 の 横川 喜 一 郎が 山梨県八 幡村 の 八 木二 郎酒造

場に杜氏と して 入る の に連れ られ て 出稼 ぎに出る こ とにな っ た ｡ 出稼ぎに 出るにあた っ て , 父が部落内の 内

藤 フ ミ ( 仮名) を嫁にすると して 話を進めた ｡ 軒三1 5 歳 ,
フ ミ2 4 歳 で あ っ た ｡ 出稼 ぎ先 で は酒男 の 職業病と

言われた ひ ょ うそう に躍り往生 した ｡ 大正1 2 年 の 3 月 に 家に 戻ると, 父が フ ミ の 妊娠を告げお前 の 子 で はな

い らしい か らと離婚させ られた｡ 夏は農作業にあた り
,

刈り取り後の1 0 月 に は 八木酒造場に 入場 した ｡ 翌1 3

年に 部落 の 名 家 で ある内藤様 の姻戚にあたる泉部落 の 小林 ツ タ と の 縁談が進め られ , 実家に 戻ると結解さ せ
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られ た ｡ ツ タ は当時2 2 歳で あ っ た ｡
ツ タ は高等小学校卒業後中京方面に就職し て い たため

, 農作業 に は苦労

した ようだ o

そ の 年天林寺部落 の 山本卯吉 の 土蔵を父が仕上 げ塗り し
,

そ の 山本卯善が杜氏を して い た
,

高崎 の蝋山酒

造に引き抜かれた ｡ こ の 蔵は蔵人が2 7 - 2 8 名 い た ｡ こ の と き に働きから脱 して , 7
,

8 名の酉己下 を指揮する

立場とな っ た ｡ 1 3 年に風邪を こ じら して 入院 して い た妻が肺結核に躍り
,

こ の 年の 造りを終え て1 4 年の 春に

戻ると
,

2 3 歳の 若さ で 死去した ｡ こ の 年か ら農業は養蚕を始めた｡ そ の 年の 冬も蝋山酒造 で 働い た ｡

翌大正1 5 年からは山本卯吉氏の 弟 の 春三 が群馬 の 岩鼻 で 杜氏 に なる際に , 焼山から山本金 嵐 西 田喜代治 ,

そ して 軒三 を連れ て 出た ｡ 同じ年に 福平部落から弓納持金次郎 , 長坂部落か ら小山 五作,
土尻部落か ら金子

省吾が蔵人 り した ｡ こ の 蔵は3 0 0 石 の 小さ な蔵 で あ っ た ｡ こ の 年に徴兵検査を受け て い る ｡

次の 昭和 2 年からは
,

土尻部落の 内藤軍平氏が杜氏をや っ て い た甲府市横沢町野 口 忠蔵酒造に酒母係と し

て 入蔵 した ｡ こ の 蔵は2 6 - 2 7 人 の 蔵人 が い た｡ 昭和 4 年来胃潰癌 で 苦しん で い た父が 7 年 4 月に死去 した ｡

父が健在 の時に , 梅尾が成人した ら嫁にするよう に と言 っ て い た の で
, 昭和 8 年軒 三2 6 歳, 梅尾1 9 歳の時に

父 の 実家 の江村春治が仲人とな っ て 結婚 した ｡ 昭和 9 年に長男宏が生ま れた ｡

昭和1 1 年には山梨県東 八代郡御坂町 夏目原の腕相撲酒造に , 親杜氏 の内藤軍平の 許しを得て
, 初め て杜氏

と して 入 っ た ｡ 甲府税務署関税課長足立氏 の 推挙 で あ っ た が
, 前 の 杜氏 が 三年間腐造酒 を造り

, 火落酒 が

3 0 0 石 も残され て い た ｡ 大 変な蔵を紹介さ れたと足立 氏 を恨ん だと い う ｡ こ の 蔵には水沢 五郎を頭と し以下

7 名を引き連れ て 行 っ た ｡ 昭和1 2 年に長女智江, 昭和1 4 年次女文江を出産した ｡ 文江はそ の 年の 1 1 月に天折

した ｡ 1 6 年に は 三女欽子が生まれた ｡ 1 7 年に は戦況 の 悪化か ら, 蔵が休業した ｡
1 8 年からは柿崎理研工場に

守衛と して 出た ｡ 昭和2 0 年に は四女喜子が生まれ た ｡ 昭和2 2 年から腕相撲に復帰 し再び杜氏を勤めた｡ 同年

五女貴子 が生 まれた ｡ そ の 後 , 土尻 で は葉たば こ 栽培を始め
, 出稼ぎは腕相撲 に昭和5 6 年の 4 月ま で 行 っ た ｡

こ の軒 三 が
,

自伝 の 中 で 若き 日 の 酒 男の 心情を吐露 して い る件がある の で
, 引用 して み よう ｡

｢ そ の 当時 は朝 三 時半か ら 四 時起床
,

終わ り が 午後 六 時 , 夕食そ し て 夕食後
一

時間 の 残業,
そ の 他 に 深夜

一

人
一

時

間 の 泡番 が あ り
,

夜中十 二 時 に 全員 で
一

時間の 色 々 の 作業 を す る の で あ り
,

一

目 の 睡眠時間 が 五
-

六 時間 で あ りま し

た ｡ 酒蔵 の 規律 は 昔 の 軍隊 に等 しい 階級制 が あり
,

大きな酒屋 で は 杜氏よ り釜星助手ま で 十有余 の 職階が あ り,
そ の

階級 の 差 の 権威 は厳 しい もの で あ りま した ｡

杜氏 の 職責 は なか なか 重大 で あ る とともに
,

そ れだけ の 人格と技術を兼ね る 事 は勿論 , 部下に 信頼され る 人 で な け

れば任務遂行 は 出来 な い の で す ｡
- ･ そ の 頃 はま だ 機械ら しい 物 は なに もな く

,
全部人力 に よ っ て

,
清酒か ら熱湯

に 至 る迄 , 肩 に担 い で 移動す る の で あり
, 試桶 と い う桶 と 天秤棒 で 担う手桶 の よ うなもの しか あ りま せ ん o

そ こ で 早く試桶を担う事を上 手に な る為,
人の 休ん で 居 る 時に も練習 して

一

人前 に なる よう毎 日努力 しま した o

- ･

酒屋仕事 は朝 か ら晩ま で 水仕事 で す か ら
,

手足 に ひ び や あか ぎれが 切れ
, 流れ出る 血 で 足袋が 赤く染ま る 事もあり ま

した ｡

夜中の 泡番中に そ っ と戸外に 出て 北方 に きらめ く星を見 て
, 熱 い 涙を流 した こ とが 幾度と なく覚え て 居 ります o 然

し私 は 自分 が 希望 し て 来 た 道 で あり, 多く の 先輩達の 皆経験す る事 で あり ,
そ れを克服 した もの が 勝者 に なる と心 に

き め て
, 私 は 他 の 人よ り

一 日 に 三 十分
一

時間で も余分 に 勉強 し て
,

一 目 も早 ( J

憧れ の 杜氏 に 成 り た い
,

い や 成 っ て 見

せ ますと決 心 し (ま した)
･ ･ ･

｡ ｣ ( 軒 三 自伝 ( 二) 酒造編,
3 - 4 頁)

こ こ には酒 男が親や子 の 死 に 目 に も会えず, 造り の 冬場 は
一

人家族と別 れ, 辛い 労働に励み なが ら, 周辺

的参加 から中心 的実践 へ と学習を進め
, 職業 コ ミ ュ

ニ テ ィ の 中心 的地位 - と上 り詰め て い く様があり ありと

表現さ れ て い る ｡ 昭和3 5 年か ら吉川町酒造研究会の 副会長,
4 2 年か らは会長を勤め

,
昭和4 5 年に は 日本醸造

協会 か ら,
5 0 年に は 山梨県酒造組合長より永年勤続表彰を受け ,

同年に は東京国税局長より酒造技術優秀賞

の 特別表彰を受けた ｡ 昭和4 6 年か ら4 8 年ま で は新潟県酒造従業員連合会 の 副会長を勤めた｡ 昭和5 2 年から5 6

年ま で は山梨県酒造杜氏会 の 会長を勤め て い る ｡ そ して
,

仕上げ と して
, 昭和5 5 年には黄綬褒章を授賞され

た ｡ こ の ような職業 コ ミ ュ ニ テ ィ 内部 で の 向中心化過程 こ そ大杜氏 の キ ャ リ ア ラ イ ン を特徴づける も の で あ

る｡
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第3節 大杜氏への道

この内藤軒三氏の跡を継いで吉川杜氏の中心的地位に座るのが， 富岡武二氏に他ならない。次に， 富岡武
二氏のラ 1 フヒストリ ーを要約し， 大杜氏の大杜氏たる所以とも言える杜氏紹介機能について述べてみたい。

富岡武二氏は， 大正14年 7月25日に， 町田部落の布施家に 6 人兄弟の末子（次男）として生まれた。布施
家は農業を営み， 父親は左官を， 兄は材木の切り出しや運搬の仕事を兼業していた。武二氏は旭尋常高等小
学校卒業後柿崎理研で研磨仕上げ工を一年間行った。兄が兵隊にいったので， 農業の人手が足りなくなり
理研をやめた。昭和16年秋から埼玉県入間郡坂戸の久星酒造場に働きとして入った。西野島の深沢寿平氏の
紹介であった。深沢氏は大杜氏で「あの人のところに言えばどこかに回してもらえる」といった 職業斡旋を
するボスであった。蔵元に自分の部屋や勝手があり向こうに通年で居て， 自分では仕事はせず， 帳面も付け
ずに， 火鉢にあたりながら胡座をかいていたという。深沢氏への口利きは町田の麹屋がしてくれたという。
大杜氏の家には 田植えや稲刈りの時期に 2 ~ 3 日は手伝いにでる風習であったという。久星の社長は灘出身
者で， 造石数は4,000石， 蔵人は25~26人いた。蔵人は吉川の西野島や町田の他に， 上越の吉野な どから来
ていた。理研の日当が70銭であったのに， 久星では一造りで百円を家に送れたという。

久星から帰ると， 白紙徴用で川崎の日本鋼管でピストソの仕上げに従事し， 昭和18年には徴兵で満州に行っ
た。満州で検閲が終わり戦車学校に入って， 1 年で卒業し， 動員命令で内地に戻り， 加須で宿営しながら那
須高原で射撃訓練を行っているうちに終戦となった。20年の冬には西野島の五十嵐寿平氏に連れられて， 長

野県小県郡傍陽の三井酒造場に釜屋として入った。この蔵は復活蔵で蔵人は 5 人の小さな蔵であった。ここ
も一造りしか行かなかった。

21年から24年には， 三重県四日市市中川原の鈴木涌造店へ出た。親の従兄弟である布施惣助氏に連れられ ，
釜屋の仕事をした。鈴木酒造場は戦災に遭っていたので， 蔵の復旧から始めた。当時杜氏は一造り， 石いく
らで請け負っていた。そのため， 麹屋なら製麹にもと屋なら酒母造りにとそれぞれ精通した若い衆を集め連
れて行けた杜氏が実入りが良かった。若い衆の給金は杜氏がみな決めていた。この間の昭和23年に西野島の
富岡家に婿入りする。富岡家は父親が早くになくなり， 東京で菓子職人をやっていた長男が戦災で戻ってき
ていたが， 足が悪く農作業が出来なかった。子どもは大勢居たが小さいうちに死んで武二氏の妻しか残って
いなかった。妻は結婚したとき18歳であったので， 農作業は武二氏と母親の二人でやっていたという。 田圃
は 8反から 1 町2反程度作り， 武二氏は農作業の他に木材の切り出しも行った。 田圃は段々と増やして， 現
在は 6 町5反にまでなっている。

24年から26年にかけては， 長野県小県郡塩屋の滝沢酒造場に入った。杜氏は町田の晶山氏で， 最初の一造

りはもと屋， 次の一造りは頭を務めた。500~600石の蔵であった。物の無い時代であったから， 掛け米や四
段に餅米を混ぜていた。米の融けも早く， 酵母も元気になり， 早湧きして15日位で酒になったという。し

26年から31年までは三重県楠町宮崎酒造にもと屋で出た。杜氏は親戚で頸城村森本の白子田周次郎氏であっ
た。この蔵は合成酒が主で， 三増酒やウイスキ ー ， アルコ ール， 焼酎の類までやっていた。従業員は100以
上居た。富岡氏は清酒蔵に入った。

31年から42年までは愛知県西春日井郡師勝町の東海発酵に頭で入った。杜氏は姉婿で頸城村手島の小池勇
氏であった。

42年から47年までは一 宮市船陽町真能酒造へ杜氏として入った。名古屋局の鑑定官の木村先生が若かりし
頃東海発酵に住み込みで滞在していたことがあり， その縁で真能酒造に杜氏として推挙してくれた。500~
600石の蔵で半仕舞であり， 未納税で白雪に出していた。活性酒で火入れをしていない濁り酒で特許を取っ

ていた。蔵人は旧旭地区と頸城村から連れて行った。この蔵は鑑定官の蔵で三年務まった杜氏はいないとい
われる蔵だった。

47年から49年までは岐阜県中津川の間酒造場に行った。この蔵は前の杜氏が屋根から落ちて頭に怪我をし
て， その後釜であった。この杜氏は四君子（東海発酵）系の杜氏でその為に富岡氏に話が来た。一 宮の真能
酒造も引ぎ留めをしたが， 問酒造に行った。

東海発酵では四造りほど杜氏を置かず社員で造っていたが， うまくないと言うことで社長が直々に富岡家
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ま で 来て 入蔵を請うた ｡ そ こ で
, 昭和4 9 年からは東海発酵 に 杜氏と して戻り

,
平成1 1 年ま で 勤めた ｡ 1 1 年に

は黄綬褒章を授賞し東海発酵を辞めた ｡ そ して
,

1 1 年からは よしかわ杜氏の 郷に専務と して 呼ばれ蔵の設計 ,

杜氏を初めとする蔵人 の 選任な どを行 い
, 酒造計画 を立 て て 蔵の 運営に当た っ て い る｡

こ の 間吉川町酒造従業員組合の 副会長を平成 3 年から 9 年ま で
, 会長を平成 9 年か ら1 2 年ま で務め , また

県の酒造従業員組合 の 会長を平成 5 年から 6 年間務め て い る ｡ そ して
,

1 1 年に は黄綬褒章を授賞 して い る ｡

大杜氏 の 機能の 中で 最も大きな役割は
,

杜氏 の 推挙 の 仕事 で ある ｡ 杜氏を必要とする蔵は局の鑑定官経由

で ある い は直接に酒 造従業員組合 の会長に杜氏 の紹介, 斡旋を申し込ん で く る｡ 大杜氏たる会長は, 配下の

杜氏ある い は杜氏にふさわし い技量を備える に至 っ た頭ク ラ ス から, 申し込み の あ っ た蔵の 主 人と の 相性や

蔵の 規模, 経営状態
,

目指し て い る酒質などを勘案 し適任者を推挙する ｡ 富岡氏は表 1 に見るように ,
2 5 人

を杜氏に推挙 して い る ｡

蔵人になりた い 人の 就職 の斡旋は杜氏が行い , 場合によ っ て はそ の 他の蔵人が杜氏に紹介する ｡ 杜氏は親

族や同 じ部落の者の 中か ら
,

ある い は以前 ど こ か の 蔵で 一 緒に働い た こ と の ある者の中か ら
, 蔵人をリ ク ル

ー

トする｡ つ まり
,

杜氏 は血縁 , 地縁, 職縁等 で 繋が るネ ッ ト ワ
ー

ク を活用する ｡

⊥ 方, 杜氏自身の リ ク ル ー

ト は今見て きた よう に大杜氏が行う｡ 大杜氏 へ の 道は, ネ ッ ト ワ
ー ク の 中心 - の 移行過程 で あ り,

そ の間に

後 で 見るような人間関係 の 処理能力や経営能力の 学習が行われ て い く ｡

表1 富岡氏が紹介 した杜氏

氏 名 集 落 蔵 名 所 在 地

長谷川 和 作 尾 神 加 茂 乃 井 酒 造 新 潟 県

古 屋 弘
一

福 平 三 千 桜 酒 造 岐 阜 県

田 村 耕 一 道 之 下 平 泉 酒 造 埼 玉 県

星 野 啓 治 道 之 下 畠 山 酒 造 福 井 県

井 ノ 山 庄 一 東 田 ヰ 今 井 酒 造 群 馬 県

武 藤 満 雄 泉 丸 - 酒 造 愛 知 県

小 池 善
一 郎 泉 旭 酒 造 愛 知 県

小 山 幸 司 片 田 後 藤 酒 造 場 三 重 県

松 村 昭 雄 下 町 七 笑 酒 造 長 野 県

小 田 正 男 竹 直 馬 場 本 店 千 葉 県

市 川 義 次 竹
.直 福 井 酒 造 新 潟 県

市 川 正 則 竹 直 津 田 酒 造 岐 阜 県

小 山 亀 男 竹 直 末 広 酒 造 愛 知 県

小 田 精 竹 直 東 奉 酒 造 愛 知 県

布 施 健
一

町 田 美 峰 酒 類 埼 玉 県

塚. 本 秀 夫 西 野 島 中 島 酒 造 場 東 京 都

高 倉 繁 西 野 島 金 虎 酒 造 愛 知 県

高 倉 一 郎 西 野 島 山
一

酒 造 愛 知 県

高 倉 三 郎 西 野 島 福 鶴 酒 造 富 山 県

柳 沢 久 長 沢 伊 能 酒 造 店 茨 城 県

高 野 五 郎 長 沢 長 珍 酒 造 愛 知 県

田 中 栄 治 梶 福 井 酒 造 愛 知 県

片 桐 一 郎 梶 神 の 井 酒 造 愛 知 県

山 岸 栄 治 梶 中 山 酒 造 三 重 県

野 田 宏 雄 梶 協 和 酒 造 長 野 県
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第 4 節 名杜氏 へ の道

次に , 酒男 の職業 コ ミ ュ ニ テ ィ の 向中心化過程の もう 一

つ の ル ー ト で ある, 技能的熟達 の 過程を歩んだ,

や はり内藤軒 三 氏の 弟子 で ある袖山明氏の ライ フ ヒ ス ト リーを見て み よう ｡

袖山 明氏 は昭和 8 年1 2月3 1 日 に
,

吉川町酒造従業員組合 の 会長を した こ と の ある
,

山本幸
一

の 三男と して

片田 で 生まれ た ｡ 父幸
一

氏 は山梨県の 栴檀酒造 で 活躍 し, 同県 で 新潟県杜氏紐∴合の支部長な どを し て い た ｡

兄も岐阜県 の 千 古岩酒造に出て い た ｡ そ う い う意味 で 酒 男 一 家に 生まれたと言 っ て い い ｡ 学校は吉川小学校 ,

吉川 中学校, 吉川 高校と進んだ ｡ 卒業後
,

東京 の 神田 で 縫製師の 仕事を し
,

シ ャ ツ
,

パ ソ ツ
, 割烹着な どの

裁断, 縫製, 配達な どを した ｡ 実家の 裏の姻戚関係に あ っ た袖山家で 長男が死んだた めに養子に入 っ た｡

そ して , 昭和2 9 年2 0 歳 の 冬か ら酒男の 出稼 ぎを始めた ｡ 最初は父幸 一 が会長時代に副会長 で あ っ た 内藤軒

三 が杜氏を し て い た腕相撲に行 っ た ｡ 働きを 2 年, 釜星を 2 年, もと星 を 1 年務めた ｡ 蔵人は吉川出身者が

6 名
,

雁子浜が 1 名, 地元が 1 名で あ っ た ｡ 給料は 日当2 0 0 円ほ ど で あ っ た ｡

次に
, 昭和3 4 年から36 年ま で 山梨県の 旗本酒造に行 っ た ｡ 紹介者は内藤氏 で

, 杜氏は西野島の 深沢氏が -

造り
, 翌年か ら腕相撲 の 頭 で あ っ た入河沢の 高野虎雄氏が杜氏と して 入 っ た ｡ 1 0 0 石 の 蔵 で

, 蔵人は 5 人,

全員吉川出身者 で あ っ た ｡ こ こ で は
, もと星と頭 を務めた ｡

杜氏 になる には試験場に行か なければと い う こ と で
, 父山本幸 一 の 紹介 で

, 昭和37 年か ら 二 年間県醸造試

験場に伝習生と し て 入 っ た ｡ 天尾場長の もと で 赤沢 の佐藤和男民らとと もに学んだ ｡

翌3 9 年か らは山梨県 の 大沢酒 造に検査係と し て 入 っ た ｡ 1
,
5 0 0 石 の 蔵 で

, 蔵人は 8 人 ( 内頚城村 7 人) で

あ っ た ｡ 杜氏は 父 の 知り合 い の 杜氏 で あ っ た ｡

次′ぎの 年には試験場の 副杜氏に迎えられ, 嶋先生から様 々 な流儀を教わ っ た｡ 嶋氏は指導蔵に行 っ た場合 ,

広敷に入 り込 ん で 裏帳簿や 裏経過表を見るな どし て
, 様 々 な流儀を知り尽く し て い た ｡

そ し て
, 昭和41 年か ら平成1 4 年ま で 加賀の 井 で 杜氏を務める こ とにな っ た ｡ 前任者は道 ノ 下 の斉藤莞治氏

で 定年と い う こ と で 袖山氏に ポ ス ト を譲 っ た ｡ そ の 当時
,

吉川 は野積や越路と比 べ て技術的に劣 っ て い たと

表 2 袖山明氏入賞歴

年 度 回 鑑 評 会 名 賞 名

昭和 4 1 第 7 回 日本酒造組合中央会関東信越支部清酒品評会 優 秀 賞

4 2 第 4 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

4 3 第 6 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

4 5 第1 0 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

5 1 第2 3 回 関東信越国税局清酒鑑評会 首席第 1 位優勝

5 2 第2 5 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

5 4 第2 9 回 関東信越国税局清酒鑑評会 首席第 1 位優勝

5 7 第3 5 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

5 8 第3 7 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

5 9 第39 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

平成 3 第5 2 回 関東信越国税局清酒 鑑評会 優 秀 賞

3 東5 3 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

4 第5 4 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

4 第5 5 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

5 第5 7 回 関東信越国税局清酒鑑評会 優 秀 賞

6 第2 7 回 新潟県酒造従業員組合連合会清酒品評会 優 秀 賞

8 全国新酒鑑評会 金 賞

l l 第6 9 回 関東信越 国税局清酒鑑評 会 優 秀 賞
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言う ｡ 野積 で は県内蔵 の 杜氏達が自分 の 蔵の 酒 を持 ち寄 っ て は相互に鑑評 したり
,

情報を交換 して い た｡ ま

た
,

越路 で は美川組 ( 主 に飯塚出身者が美乃川 酒造 の 杜氏を中心 に 研漬 して い た組織) と柏陽会 ( 主 に十楽

寺出身者が柏露酒造の 杜氏を 中心 に研資し て い た組織) な どの杜氏 の ク リー ク が技を競い合 っ て い た と い う ｡

それ ら に対 して
, 頚城杜氏 は県外出稼ぎ者が多く技を競 い 合う機会は十分 で なか っ た と い う o そ し て

,

' 野積

や越路な どで は淡露草 ロ の 酒 の形が あ っ て
,

独自の 製麹法や もと立 て法があ っ た と いう o 吉川 の 酒造りには

形が なく , ｢ 酒は極端な話 ,
正反対 の こ とをや っ て もうまく い く｣ と い っ た状態 で あ っ たと いう｡ そう した

中 で
, 袖山氏は東寺の 上野武夫 ( 能麿 の杜氏) , 竹直 の 山岸新平 ( 谷乃井の 杜氏) , 代石 の 森 口 和敏 ( 頚城酒

造の杜氏) を ラ イ バ ル と して
, それ ま で 甘 口 で 濃醇 で あ っ た上越の酒を淡麗辛 口 に持 っ て 行く べ く研摂を重

ね る｡

こ う して
, 表 2 に見るよう な, 名杜氏の 誉れを ほ し い まま にする, 鑑評会 で の華 々 しい 受賞歴 を得た ｡ 他

の こ とに関心が無く酒 造り
一

筋の職人的な技能熟達による向中心化 の キ ャ リ ア を歩ん で い っ た｡

第 5 節 大杜氏の知識と名杜氏の知識

大杜氏が蓄積 して い く知識はおもに職場の 人間関係や経営に関する知識 で ある o 富岡氏の話 の 中か ら い く

つ か の 言説を引用 して み よう｡

｢ 七 笑 か ら昨 日 も電話 で 後継者 の 問題, 相談受けた ん で すけど｡ こ っ ちか ら今, 杜氏 (柳沢久氏) だけ行 っ て る ん

で すわ ｡ 頭 は 地元 の 人間が ｡ 10 年も若 い 後継者育 て る とい う こ と で や っ て い る ん で すけれども
,
『どう もまだ蹟りな

い し
, ま た 頭連れ て き て もら っ た ら どう だ』 と｡ 『そ れや め な さい』 と

, 今頃 の 時代 に な っ て
,

こ れか ら切 り替 え な

き ゃ な らな い 時機 に 来 て ん の に
,

今ま で 10 年も15 年も地元 の 若 い 衆使 っ て おい て
,

そ れが ま た だめ だ っ て い う こ とで
,

こ つ ち か ら連れ て 行 っ た っ て
,

こ っ ちか ら連れて 行く頭だ っ て
,

ま ともなの は い ない と , もう
一

年後造 り で 歳だか ら
,

一年 ぐらい なら行 こ うか っ て 人ば か り で
,

一 生 懸命後 の 人育て よう な ん て 気 は ない し
,

そ う い う人 は な い し,
そ うす

るとなおさら後継者育た な い と｡ そ れ よ りも今10 年も育 っ て 来た ん だか ら, 後継者 の 育 て 方 が悪 い ん だ ろうと,
と に

か く誰を次 の 世代 に
,

三 人を 三 人同 じ よ う にや ら した っ て そ り ゃ だめ なん だ と
, 誰 か そ の 中 で こ れ は 見込み ある と い

う人間が あれば
,

そ れ は そ れなり の 指導 の 仕方を して 次 の 責任を持 た せ る ような頭か ら, 考 え 方か らもた しか た しな

い とみ ん な 同 じ こ と
,

ド ン グ リ の 背比 べ や っ た ん じゃ 誰だ っ て
, 俺今度 や る っ て 気 は な い し

,
そ う い う仕込 み の 形 し

て ない ん だか ら
,

次 の 見込み あ る人そ れをそ れなり に 育 て なき ゃ だめ だ っ て ｡ 今や っ た っ て
,

また 2
- 3 年 こ っ ちか

ら頭連れ て 行くと, そ の 分だけ遅れますよ っ て 言うん だ｡ ｣

｢ 経営者 と杜氏 と の コ ミ ュ
ニ ケ- シ ョ ソ もあ っ た り,

タ イ ミ ソ グ
,

主 人 は 主 人
,

杜氏 は杜氏だ けの あ れ で もだ め だ

し
, 杜氏だ っ て どん どん や る 気出 して

, 経営者 の 立場 に な っ て 考 え な け れば｡ 私
,

今ま で の 会社 で
,

よく言う ん で す

よ｡ 二 十人も居 る で し ょ ｡

一

晩 中が た が た
,

そ れ で テ レ ビ 見 て る と
,

洗濯機忘れ て
, 水 じ ゃ あ じ ゃ あ掛け っ ばな しに

し て おく ん だか ら｡
- ･ 自分 の 家庭ん ち考 え て み れ て 言う ん で すね い ｡ そ れ 二 十何人 の 人間 が 電気使 っ て

, 水 じ ゃ

あじゃ あ流 して る なん て い っ た ら
, 横械も壊れ る し

,
どう しようもなくなる じゃ あな い か

,
自分 の こ と 考 え て み なさ

い っ て い う ん だけ れども
,

給料ばか り請求 した っ て
, 経営者 が 儲 か らなか っ た ら給料出 し っ こね ん だ か ら｡

- ･ 電

気 な ん か 社員に 注意させ た り
,

気を つ け ろ っ て 言 っ た ら月 に20 万 か30 万 違う｡ 電気料だけ で ｡
-

･ ど こ ま で そ う い

う と こ ろま で 気を遣 っ て い る杜氏が い る か ｡ た だ造れば い い ん だ
,

給料もら っ て 帰 る
,

と い う よう な 杜氏 が 多 い ん で

すよ｡
- ･ 会社儲 か っ て い る の か 損を して い る の か ｡ 赤字 で 潰れ る

一

歩手前な の か ｡ 色 々 ある 訳 で すよ ｡ 中 にみ ん

な杜氏 が居 て
,

い い 顔 した っ て
, 内容的 に は 非常 に 苦 しい 経営者多 い わけ で す｡ 酒屋 な ん て

, 今 は ね い ｡ そ の 中に い

て
, 今, 経営 の 状況 は どうだと

,
全部 は 知らなく て も, 市場 の 状況と か い ろ い ろ杜氏 は 知 っ て

,
い ろ い ろ の 酒屋 の 状

況を
,

こ こ は こ う い うと こ ろ が い い と, 情報の キ ャ ッ チ で す こ て ね o ど こ ま で 杜氏 が 知 っ て い る か
,

た だ行 っ て
一

冬

造 っ て
,

火入 れ て
, 餐 -

,
は い 造 り は 終わ りま した 帰 ります っ て

,
良い 酒出来ま した

,
品評会 で も入 り ゃ 上 々 だ と い

う ような,
こ う し て い るだ け で は

, 経営者もそ こ ま で 見て い る か 分 か りま せ ん け ど
,

そ こま で 杜氏 は ある 程度 ,
わず

か な こ とで も
一

人
一

人 の そ う い うと こ ろ の 気配りが 大事なん で ｡ ｣
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一

方, 名杜氏が蓄積し て い く知識は酒造り の 技術に関する知識 で ある ｡ 袖山氏の 話の 中から技術に関する

言説を引用 して み よう o 加賀の 井は仕込 み水 は糸魚川 の 姫川水 系の 水 で総硬度が6 . 7 とか なり高い ｡ そ の 場

合は
, 早湧き で荒い 酒にな りがち で ある の で

, 吟醸酒の 造りに どの ような工夫をされ て い るかに つ い て の 話

の なか で
,

次の ような技術を披歴され て い る ｡

｢ ま
,

吟醸 に 限らず,
とに か くもう少 し飲み や す い 酒に しな け り ゃ

, 締麗 な酒 に しな け り ゃ なら ん とい う の が -

香

先浮 か ん で きた ｡
- ･ 粕

, 制約 は もう決め られ て い る もん だか ら
,

仕込 み 温嵐 最高温度をあ る程度下げて
,

え え

下げた 分, 惨 日 数を引 っ 張 っ て
,

し て 柏を今ま で より残 そ うと,
い う感 じ で や っ た 訳だね ｡ そ した ら二 年くらい は 粕

が 余所 より多くな っ て
, 出過 ぎて ｡ さあ どう し ようと

, 酒化率が 悪く な る か らね い ｡ そ ん な わけ で 天尾場長 な ん か と

話を した り して
, 蒸 しを っ て か なあ, 麹をち ょ っ と老な し て 見た ん だな｡ ち ょ っ と時間をか け て ｡ 若 い 麹使うとどう

し て も柏多くな る し｡ 酒 は掩麗 に なりますけ どね い ｡
- I ( 出麹ま で の 時間を) 長くも っ て い くと い うよりも, 時

間が ある か ら, ち ょ っ と前急型 に し て い くと い う形 に な ります こ て ね ｡ 仲仕事
,

う ん 盛り ん 暗もう普通 よりも面を 回

し て おく , ち ょ っ と 回 し加減 に して おく｡ 盛 るわけさね ｡ そ う しん と, 後 の 仕事も早ま っ て い くわね い ｡ 同 じ時間帯

で も, 鮮度が ず っ と変わ っ て きますわね い
｡ そ う し っ と老 ね た や つ と同 じ形 に なりますか らね い ｡ 嶋さ ん ともあれ し

ま した けれどね ｡ そ の 麹 の 遣 り 方が 一

番らくだなあなん て
,

あの 頃話 した ん だけどね い ｡ 形を回 し て 造 っ て
, そ れを

今度
,

乾 か しな が ら面 を 見なが ら
, あん ま り ひ どく 回 っ て

,
味噌屑み た い に な っ て しまい ます け ,

そ した ら乾 かす よ

う に して い っ て
, し っ と

,
い つ も同 じ よう な麹な る し

, 造 りや す い と私 は 思うと｡ 鳴先生もそ う い う感 じだ っ た で す

ね い ｡｣

こ の 辺 りの 技術を数値化 して捉えると
, 表 3 の よう な蒸米 の形 , 表 4 の ような製麹の 形

,
表 5 の ような仕

込み経過と なる｡ 新潟 で は蒸米吸水率は吟醸酒 の麹米 で 4 0 % , 掛米 で 3 9 % , 純米酒の 麹米 で4 2 % , 掛米 で 4 0

% 程度が
一 般的 で あるからか なり濡れ て い る｡ そ の ため に

,
下手をすると塗り破精にな りが ち で ある ｡ こ の

ように麹は破精回り の強い総破精に近 い 形に持 っ て い き, 酵の仕込 は最高温度を留後1 1 日 目に1 0 . 5 ℃に し て
,

長期低温発酵型 の湧きにすると いう方式を採用 したと い う こ と で ある ｡

表 3 精米 ･ 浸漬 ･ 蒸米

精米歩合
精米時間 浸漬時間 吸 水 率 蒸米時間 蒸 米 吸 水 率

時 間 分 麹 米 掛 米 分 麹 米 掛 米

吟 醸 酒 3 5 . 5 6 5 7 . 3 0 3 2 . 0 3 1 . 0 6 0 4 4 . 0 4 3 . 0

純 米 酒 5 5 . 0 2 5 1 2 . 0 0 3 1 . 0 3 1 . 0 5 0 4 3 . 0 4 3 . 0

本 醸 造 酒 6 0 . 0 2 0 1 5 . 0 0 3 2 . 0 31 . 0 4 0 4 5 . 0 4 4 . 0

普 通 酒 6 5 . 0 1 7 3 0 . 0 0 3 2 . 0 31 . 0 4 0 4 5 . 0 4 4 . 0

表 4 製麹経過表

吟 醸 酒 経過時間 品 温 室 温 乾湿差 純 米 酒 経過時間 品 温 室 温 乾湿差

引 込 み 3 3 ; 0 3 5 . 0 9 . 0 引 込 み 3 2 . 0 2 7
-- - 2 8 . 0 7 . 0

床 撲 2 . 5 3 1 . 0 3 2 . 0 1 0 . 0 床 採 0 . 5 3 1 . 0 2 7 - ノ 2 8 . 0 7 . 0

切 返 し 1 3 . 0 3 1 . 5 3 5 . 0 1 0 . 0 切 返 し 8 . 0 3 2 - 3 0 . 0 2 7 - - 2 8 . 0 7 . 0

盛 り 2 6 . 0 3 2 . 0 3 2 . 0 6 . 0 盛 り 2 4 . 0 3 4 . 0 2 7 - 2 8 . 0 7 . 0

仲 仕 事 3 5 . 0 3 6 . 0 3 3 . 0 6 . 0 仲 仕 事 3 1 . 0 3 8 , 0 2 7 - 2 8 . 0 7 . 0

積 替 え 3 5 . 0 3 8 . 0 3 3 . 0 6 . 0 積 替 え 3 1 . 0 3 8 . 0 2 7 - 2 8 . 0 7 . 0

仕 舞 仕 事 3 9 . 0 3 9 . 0 34 . 0 l l . 0 仕 舞 仕 事 3 4 . 0 3 9 . 0 2 7 - 2 8 . 0 7 . 0

最高積替え 4 1 . 0 4 2 . 0 34 . 0 l l . 0 最高積替え 3 4 . 0 3 9 . 0 2 7 - ノ 2 8 . 0 7 . 0

出 麹 4 8 . 0 4 2 . 0 3 4 . 0 l l . 0 出 麹 4 8 . 0 4 2 . 0 2 7 - 2 8 . 0 7 . 0



職業 コ ミ ュ ニ テ ィ へ と取り込まれ る過程

表 5 加賀の井酒造酵経過表
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吟 醸 酒 品温 室 温 経過 日 日本酒度 アルコール 酸度 純 米 酒 品温 室 温 経過日 日本酒度 7 ル コール 酸度

水 麹 13 . 0 5 . 0
-

6 . 0 永 麹 7 . 0 5 . 0
- -

6 . 0

初 添 12 . 0 5 . 0
′ - ノ

6 .0 初 添 12 . 0 5 . 0 - 6 , 0

柄 12 . 0 5 . 0 - 6 . 0 9 . 0 1 . 6 柄 12 .0 5 .0 - ノ 6 . 0 1 0 . 5 1 . 7

仲 添 8 . 0 5 . 0
-

-
′

6 . 0 仲 添 9 .0 5 . 0. - 6 . 0

国■■l田 6 . 0 5 . 0
/ -

- 6 . 0 1 留 添 8 . 0 5 . 0 - 6 . 0

( 高 泡) 9 . 0 5 . 0
-

6 . 0 9 ( 高 泡) ll . 5 5 . 0
-

6 . 0 7 6
.

. 5 0 . 8

( 最高温度) 10 . 5 5 .0...
- ノ6 . 0 l l 4 . 5 1 . 1 ( 最高温度) 12 . 5 5 . 0 - 6 . 0 l l 4 . 5 1 . 1

ア ル 療 6 .0 5 . 0 -

-
′6 . 0 3 0 - 2 . 0 1 80 ×3 0 1 . 4 ア ル 療 5 . 0 - 6 , 0

上 槽 5 .5 5 . 0 ′ -
ノ

6 . 0 3 0 4 . 0 1 7 .5 1 . 2 上 槽 9 . 0 5 . 0 - ノ 6 . 0 2 8 3 . 0 1 7 , 8 1 . 7

第 6 節 情況づけられた身体に宿る知識

情況的知識 ( c o n t e x t u al k n o w l e d g e) とは, 個人的体験 , 解釈そ して 記憶と結び つ く
,

イ ン フ ォ
ー マ ル

で 暗黙 の知識 ( t a cit k n o w l e d g e) の こ と で ある ｡ こ れは もともと の 情況内 で 適用された 時に の み 妥当 し,

経済的に有用 となる知識 で ある ｡ 情況的知識は局地的 で
, 言 葉 で 言 い表せ な い 技能か らなる ( G ･ B e c at ti n i

,

& E
,
R ull a n i

,
1 9 9 6) 0

それ に対 して , 形式化された知識 ( c o difi e d k n o w l e d g e) と は, 言語や数値な どの記号 で 表現され移転可

能な脱情況的知識の こ と で ある ( G . B e c a tti n i
,

& E
,
R u ll a n i , 1 9 9 6) ｡ 形式化され た知識を情報と い う場合

もある ( B . A n c o ri
,
A . B u r e t h

,
& P . C o h e n d e t

,
2 0 0 0) ｡

知識を異 なる 場所 へ 移転する に は
,

次の 何れ か の 普遍的 コ ー ドを用 い な け れ ばな ら な い と い わ れ る

( G . B e c a tti n i , & E
,
R u ll a n i

,
1 9 9 6) ｡

① 技術に組み込 まれた記号 ; 原材料, 機械, 部品, 最終製品な どの 財の なかに体現され た知識の 記号化

および解読 の ため の 普遍的 コ ー ド｡

② 組織に組み込まれた記号 ; 同 じ組織内 で
,

一

つ の ヒ エ ラ ル キ ー的権力や組織文化によ っ て 等質化 した

普遍的 コ ー ド｡

(卦 コ ミ ュ
ニ ケ - シ ョ ソ ･ コ ー ド ; 共通言語 , 共通標準 の コ ー ド｡

しか し
,

ア ク タ ー ･ ネ ッ ト ワ
ー ク論者達が言うように

, ①や②は
,

ア ク タ ー
･ ネ ッ ト ワ ー ク内の媒体 で あ り,

そ の 意味 で は情況的知識は こう した コ ー ドを用い る こ と で 脱個人化は可能だが
,

同じ技術体系を用い る企業

間ある い は
一

つ の 組織内 で 伝達され るにす ぎな い局地 的知識 で ある こ とに代わ りはな い ｡ また, ⑨もジ ャ ー

ゴ ソ や方言に よ っ て普遍性の 度合 い を低め て い れ ば, 知識の 伝達範囲は
一

つ の職業 コ ミ ュ
ニ テ ィ の 内部に限

られる こ とに なろう｡

暗黙の 知識がす べ て形式化され る訳で なく, 暗黙 の まま残される理由を形式化に要するそ の コ ス トか ら説

明する立場が あるが ( R . C o w a n
,
P . A . D a v id

,
& D . F o r a y , 2 0 0 0) , 暗黙知が残る理由はそ れだけ で はな い ｡

暗黙知は
,

そ もそ も形式化が 困難で あ っ た り
,

ある い は無理 に形式化し て も肝心なと こ ろが理解され なか っ

たりする の で ある ｡ また , 刻 々 と状態が変化し て い る物料 , 被加 工物 ( w o r k) な どを扱 っ て い る場合, 形

式知に よ っ て数値化され て い る最適状態を様 々 な測定器 ( 温度計, 湿度計 ,
メ ジ ャ ー

,
はか りなど) で 捉 え

ようと して も, 測定して い る間 の 状態が変化 して次にやらなければな らな い 作業が手遅れ に なる こ とがある ｡

そ の た めに, そう した形式知 で 知 っ て い る数値 で 表現された状態把握とは別に
,

五感 ( 臭覚, 視覚,
聴覚,

味覚, 触覚) で捉えうる経験的状態把握が
, 適切な処理 を行う上 で 欠かせ ない ｡ こ れ こ そが暗黙知 で ある ｡

例えば
, 物料が何度 の 晩 どの ような臭 い

, 色, 熱さをする の か を言葉で 表現する の は不可能だが
,

そう し

た こ とを理解する の は経験を積む ことで 可能となる ｡ 技能や ノ ウ ハ ウとよばれる こう した手続き的知識は,

職業的 コ ミ ュ ニ テ ィ の 存在基盤 で あるか ら
,

コ ミ ュ ニ テ ィ 内 で 秘匿される ｡ とく に 重要な勘所は
,

お なじ職
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業 コ ミ ュ ニ テ ィ の メ ン バ ーや弟子にさえ教え な い ｡
コ ミ ュ ニ テ ィ の 中心 へ 向か っ て キ ャ リ ア を進もうとする

人は
, 自ら実践の 中で学習し

, 獲得 しなければ ならな い ｡

さ て個人的な暗黙知は身体 に取り込 まれた知識と言わ れる ｡ しか し
,

こ こ で 言う身体に宿る知識は
,

M .

P ol a n y i (1 9 5 8
,
1 9 6 7) の い う暗黙知と 同 じ こ と で

,
言葉 で 表現 しう る以上 に知 っ て い る こ と を指すた めに

も ち い られ る ｡

H . C olli n s (2 0 0 1) は陪黙知 を
, ①隠された知識, ②重要性の 認識が食 い 違 っ て い る知識, ③実物 で 示 さ

れる知識, ④ (重要性が) 認識され て い な い知識, ⑤知り得な い 知識 ( やり方に気づ い て い な い知識 , 知ら

ず知らずのう ちに用 い て い る知識) の 五 つ に分けた｡ 情況づ けられた知識 ( c o n t e x t u al k n o w l e d g e) と い

う の は⑨の 実物 で 示され る知識 の 場合には っ きりする ｡ 抽象的知識と い う の は い く つ か の 実物 の 中か らそ れ

ら の 共通性を抽出 して 得た知識や
, 公理体系から浜鐸的に得た知識 で ある ｡ 抽象的知識を実際に活用する の

は情況づけ られた場面 で あり
,

そ こ には特定 の ア ク タ ー が特定 の 装置 ･ 道具な どを用い て特定の 対象 ( 原材

料な ど) に 働きかけ て い る ｡ だから
, 抽象的知識を獲得するにも , 活用するにも実物とは不 可分 で ある｡ し

かも , 個別的 で 具体的な状況 の もと で は , 社会的接触や相互行為の 中 で
, 暗黙知は暗黙知 の まま

, 見よう見

まね で
,

且 つ す べ て の感覚器官を用 い て総合的 に伝達する こ とが出来る｡ 百 聞は
一 見にしかずで ある｡ ジ ャ ー

ゴ ソ な どの 言葉 で 簡単に表現 して も
,

そ の 指示 内容は具体的な実物場面で はも っ と豊か に伝達 しうる ｡ 職人

の世界 で の 技術, 知識は ほ と ん ど こ う した情況 づ けられた身体に取り込まれた知識 で ある ｡ 熟達 した職人 は

多く を語 らな い し
, 余所の 者に分かるように は話さな い ｡ しか し

,
そう した環境 の 許で も弟子や新参者は何

年かすれば必 要な知識を実地 の作業の 中 で 発見 し
,

獲得する . M . P ol a n y i (1 9 5 8
,
1 9 6 6) が言 う ように

,
知

識は経験を能動的に形成する活動 の 結果と して 獲得される ( o s t e n si v e d e fi n iti o n ; 直示的定義) ｡

酒屋万 流と い う言葉を思 い 起 こ して ほ し い ｡ こ れは
, 酒造りには色 々 の 流儀があると言う意味だが

, 実は

こ の情況 づ けられた身体に宿る知識 の性格を表現した も の と言 える ｡ すなわ ち
, 個 々 の 酒屋には

, 硬度の 異

なる仕込み水 , 品種や乾燥度の 異なる酒米
,

さ らに昔 で は蔵毎に異なる家付酵母 な どの 蔵特有 の原材料環境

が あ っ た ｡ また蔵毎 で 仕込 み タ ン ク の大きさや温度管理 の方法
,

釜の 大きさや種類
,

麹室 の 製麹方式 , 酒母

づく り の道具な どあ らゆる装置 ･ 道具が異な っ て い た ｡ また , 入蔵 して くる杜氏集団 の 技法も皆違う｡ さ ら

に 彼らは毎年 の よう に メ ン バ ー

を変え て や っ て くる ｡ そ う した なか で 行わ れる酒造りが普遍的 で ど こ に で も

通用する技法 で 行われる の で な い こ とは 明らかだ ｡ 知識は
,

身体化され て 実践者 の技能 の 中に あろうと , 漢

た形式化され た本や マ ニ
ュ ア ル の 中にあ ろうと

, 様 々 な技術的人 工物 ( 装置
,

道具
, 原材料な ど) と ともに

ア ク タ ーネ ッ ト ワ ー ク を構成 して い ると い う考え方もある ( M . C all o n
,
1 9 8 6

,
1 9 87

,
1 9 91

,
1 9 9 5

,
1 9 9 8 a

,
1 9 98 b

,

2 0 0 2 ; B ･ L at o u r
,
1 9 8 7) が

,
い ずれ にせ よ情況 づ けられ て い て

, 文脈か ら離れたと こ ろ で は , 活性化 しな い ｡

い い かえると , 栽培学や醸造学 の ような形式化された米作りや酒造り の 一 般的知識と言う の は存在するが
,

そ う したも の で 酒 は造れな い ｡ しか も , 前節 で 見たよう な
,

ある職業 コ ミ ュ
ニ テ ィ の な か で 正 統的周辺参加

と い う学習過程を経て 中心 的位置 - 向かうと き に 身に つ ける知 識 ･ 技術は そ の 実践 の 共 同体 ( E
,
W e n g e r

,

1 9 9 8 ; E ･ W e n g e r et al . 2 0 0 2) , 認識 の 共 同体 ( P . M . H a a s , 1 9 9 2 ; R . C o w a n
,
2 0 0 1) と し て の 職業 コ ミ､ ユ ニ

テ ィ の なか で 生きる しか身に つ け る こ とは出来な い ｡

知る こ と (k n o w i n g) はする こ と (d oi n g) で ある ｡ 本で 読ん で 何 で も知 っ て い ると い う学力偏重主義者

が新し い 知 識を創造出来な い こ とが ある ( 例えば大学の 農学部 で 醸造学を学ん だ蔵 の 跡取りが酒造りを して

も失敗す る こ とが多 い) の は , 実地 の 実物的な環境 の 中 で する こ とな しに 知 ろうと して い る か ら に 他な らな

い ｡ 実地 の 中で しか知識は創造されず, 獲得され な い ｡ 学力を高める こ とは前提にす ぎず, 実地 で どれだけ

の 経験を踏ん だかが知識創造 の 能力を決める の だ ｡ また , 本で 学ん で からそれを実地 に移そうと い う の は間

違 っ て い る ｡ 知識や技術は実践の 中で 必要に迫られ て 発見され獲得される ｡ 知的に知 っ て い る こ と ( w i s s e n )

は実践 の 中で 知る こ と ( k e n n e n ) を通 して 初め て 現実的な知識とな る｡ 知識は情報と異な り
, 情報を構造

化 した も の だと言われ る ( B . A n c o I
･i

,
A . B u r e t h , & P . C o h e n d e t

,
2 00 0 ; A . A m i n

,
& P . C o h e n d e t

,
2 0 0 4) ｡

しか し
,

知識を獲得すると い う こ とは
, 情報を構造化すると い うよ りは

,
経験を能動的 に総合する な か で 情

報を取り込む と言う こ とだ と い える ｡ 情報は経験を繋ぐ媒介や糊の よ うなも の だ ｡ 逆 に経験は情報を構造化

す る設計図 で あるo

一 般に は情報が設計図 で
, 経験が糊と考えられ て い るようだが

,
こ う した知 識 の 捉 え方

を して い る老は い つ ま で 経 っ て も情報以上 の 知識を獲得し
,

創造す る こ と は出来な い だ ろう｡
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また
,

長期的記憶と し て の 知識は長年 の反復的活用によ っ て 知恵と なるo 知恵を持 つ に至れば断片的情報

か ら新し い環境や変化した状況に どの ように対処し, そ の 中 で どの ようにする こ とを方向付ければ 良い かが

直観的に分かるように なる ｡

新参者は情報に接近し, 職業的 コ ミ ュ ニ テ ィ の なか で の能動的な実践を積むに従 っ て知識を獲得 し, 中心

に近づ い た熟達老は つ い に知恵を獲得する｡ 名杜氏や大杜氏 の 歩んだ通が こ の こ とを如実に示 して い る の で

はな い だ ろうか ｡
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